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◎ ＰＣＢ廃棄物の受入状況について

◎ ＰＣＢ廃棄物処理事業検討委員会大阪事業部会の開催について

◎ 事故報告について

◎ 此花消防署長による安全講習について

平成２２年１０月

　大 阪 Ｐ Ｃ Ｂ 廃 棄 物 処 理 事 業 だ よ り  （Ｎｏ.２３）　

　１０月１５日、ＰＣＢ廃棄物処理事業検討委員会大阪事業

部会（ＪＥＳＣＯ主催、主査　酒井伸一　京都大学環境保全

センター教授）を、ホテルグランヴィア大阪で開催しました

（写真右）。今回の事業部会においては、大阪ＰＣＢ廃棄物

処理施設の操業状況、各種モニタリング調査結果、及び事故

についてご報告しました。各委員の方々からは、貴重なご意

見を頂き、今後のＰＣＢ廃棄物処理に反映させてまいりま

す。

　近畿２府４県のＰＣＢ廃棄物の受入状況は、操業運転開始の平成１８年１０月から平成２２年９月末

現在でトランス類が１，２４１台、コンデンサ類が２１，０４５台、ＰＣＢ油が２６６缶となっていま

す。また大阪市内のＰＣＢ廃棄物は、トランス類の約６３％、コンデンサ類の約８５％を受入済みです

（対早期登録等データ比）。なお、これまでは、漏洩等損傷のないＰＣＢ廃棄物を処理しておりました

が、さらに処理を推進するため、漏洩したＰＣＢ廃棄物を処理するための施設整備を進めています。
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　小型トランスの粗洗浄では、①液入→②静置（１時間保持

後自動停止、手動で運転再開し次工程へ）→③排液を繰り返

します。当日、②静置工程で１時間経過前に作業員が誤って

運転再開ボタンを押してしまい、1時間経過後、③排液→①

液入に工程が進みました。静置に時間がかかることから作業

員は、①液入工程開始までに戻るつもりで現場を離れまし

た。しかし、戻るのが遅れたために、①液入工程で洗浄液が

注入され、オーバーフローさせてしまいました。

　対策として、静置工程中に運転再開ボタンを押しても液入

が開始しないように制御システムを変更するとともに、液入

工程においては、トランス内部での液面が一定の高さに達す

ると自動的に停止する装置を追設いたします。また安全教育

を再実施するとともに、作業マニュアルの内容を再確認し、

監視の徹底を図り再発防止に努めます。

　７月２１日、西棟の小型抜油室において、小型トランスからのＰＣＢを抜きとった後にトランス内部

を粗洗浄するための洗浄液約１５０リットル（ＰＣＢ濃度１８０ｐｐｍ）をオーバーフローさせまし

た。オーバーフローした洗浄液は、防油堤内に留まり、他室への流出は無く、直ちに全量を回収いたし

ました。なお、作業場内のＰＣＢを測定しましたが、検出されませんでした。

８月１２日、此花消防署の赤塚署長をお招きし、

安全講習を行いました。テーマは、「危険物災害か

ら学ぶ安全管理」で、赤塚署長自らの体験談をふま

え、安全管理についてご講演いただきました。この

受講を契機に、所員全員で改めて気を引き締め直

し、ＰＣＢ廃棄物の安全確実な処理と安定操業に取

り組んでまいります。



◎ 環境報告書２０１０の発刊について

◎ Ｎ－ＥＸＰＯ２０１０への出展について
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操業を開始してから、丸４年が経過しました。より安全で確実なＰＣＢ廃棄物の処理

を行うため、定期点検を実施し、９月末で無事に終了いたしました。今後も、さらなる

安全操業を目指しＰＣＢ廃棄物処理を行っていきますので、皆様方のご理解とご支援の

ほどよろしくお願いいたします。

舞子（まいこ）

２００６年９月の初刊以来５回目の環境報告書を発刊しました。事業活動に関する

環境配慮への取り組みを積極的に公開し、皆さまとの円滑なコミュニケーションにつ

なげることを目的としています。内容については、弊社ホームページ（下記参照）ま

たは、当事業所内情報公開ルームでご覧いただけます。

9月１日～３日の３日間、第１６回Ｎ－ＥＸＰＯ/ＫＡＮＳＡＩ'

１０（旧名称 ＮＥＷ環境展）が開催され、ＪＥＳＣＯも出展し

ました。このような展示会を通して、ＰＣＢ廃棄物の保管事業者

にＰＣＢ廃棄物処理事業についての理解と関心を高めていただ

き、適正処理の推進に努めています。

　真空加熱分離装置で処理した後、卒業判定基準（無害化処理）

に合格したトランスコア、コンデンサは、切断・破砕工程へ進み

ます。

　コンデンサは、切断機で横切りにされた後、中の素子（紙とア

ルミが積層した物）を破砕機で破砕し、さらに磁力選別機、風力

選別機で選別し、鉄・アルミ・銅・炭化物・碍子に選別され、ト

ランスコアは、銅線をカッターで切断後、鉄芯を引き抜き、銅・

鉄・炭化物に選別されます。

＊ポイント＊

　１．卒業判定基準に合格した処理済物は、有価で売却するもの

         と産業廃棄物として払い出すものがあります。

　２．産業廃棄物として払い出す場合も、資源として再利用する

         業者を選定しており埋立処分はいたしません。 コンデンサ切断（上）と
素子を取り出す様子（下）

　ＰＣＢ廃棄物処理施設の紹介シリーズ
～⑥　切断・破砕工程（西棟３階）編～


